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デジタルガバメント講座
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平成28年9月15日（木）～16日（金）　2日間

霞が関ナレッジスクエア

理事長からのメッセージ

デジタルガバメント講座の目的

開催概要

福井 良次

拝啓  時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

さて、当研究所では、普及啓発事業の一環として、毎年、電子政府の推進を目的とした行政

情報化セミナーを開催しております。本年度は最近諸外国で拡がりをみせている「デジタルガ

バメント」と呼ばれる取組みの動向を踏まえつつ、我が国および諸外国の電子政府の政策や

取組みに関する理解を深めることを目的として「デジタルガバメント講座」を開催いたします。

現役のCIO補佐官並びに政府職員及び元職員など実務に精通した講師陣による実践的

な講座になっておりますので、下記をご高覧の上、奮ってご参加賜りますよう、宜しくお願い申

し上げます。

本講座では、最近欧米を中心に拡がりを見せている「デジタルガバメント」と呼ばれる取組の

動向を踏まえつつ、我が国および諸外国の電子政府の政策が取組に関して理解を深めるこ

とを目的とする。

一般社団法人 行政情報システム研究所　理事長　　

日　時

35名募集定員

場　所

ホームページに掲載されている参加申込書にてお申し込みください。申込方法

調査普及部（「デジタルガバメント講座」担当）連絡先

参加資格 なるべく2日間通しで参加できる方(先着順)

受講料 無料

お問合せは、email:adp@iais.or.jp または Tel:03-3500-1121 デジタルガバメント講座担当まで

講座の詳細は当研究所ホームページよりご確認ください。
http://www.iais.or.jp

会場：霞が関ナレッジスクエア（千代田区霞が関３－２－１）
主催：一般社団法人 行政情報システム研究所

全2日

TEL：03-3500-1121　FAX：03-3500-1122
e-mail：adp@iais.or.jp　ホームページ：http://www.iais.or.jp

東京都千代田区霞が関3－2－1　霞が関コモンゲート西館3階
ＴＥＬ  （03）3288－1921

※詳細な日程は別途ホームページにてご案内いたします



1⽇⽬ 『デジタルガバメント総論』

アドバイザー奥村裕⼀⽒からのメッセージ

2⽇⽬ 『業務改⾰とデータマネジメント』

カリキュラムは変更になる可能性があります。最新のカリキュラムは、デジタルガバメント講座ご案内サイト
http://www.iais.or.jp/ja/seminar/ に記載しています。

カリキュラム

⾏政情報システム研究所では、今年度から⾏政情報化セミナーを開講することにいたしました。これは、

より広く⼀般的に⾏政情報システムについて知⾒を広めていただこうという狙いです。今年度は、海外

でも注⽬を集めている「デジタルガバメント」に焦点を充てた構成にしてあります。

社会はますますデジタル化に向かうデジタルバイデフォルトの時代を迎えています。政府もこのための

率先した対応が求められています。こうしたことを念頭にカリキュラムはさらに⼯夫を加えて組んであ

ります。どうぞ、みなさまの周りでこの講座を受講してみたいという⽅にぜひお声かけください。

東京⼤学公共政策⼤学院
客員教授 奥村裕⼀

1限 9:30-
10:50 ＜オリエンテーション＞

2限 11:05-
12:25 デジタルガバメントの本質

（デジタルがつなぐ⼈・組織・社会）
電⼦政府の歴史を踏まえつつ、デジタルガバメン
トの本質と課題、今後の展望を解き明かします。

昼⾷

3限 13:25-
14:45 電⼦政府政策の最新動向 我が国電⼦政府の現在までの到達点と⽬指す⽅向

性、具体的な取組のアプローチを解説します。

4限 15:00-
16:20 デジタルガバメントの国際動向 諸外国におけるデジタルガバメントの潮流と最新

の取組動向、今後の⽅向性を展望します。

5限 16:35-
17:55 政府のサイバーセキュリティ戦略 我が国のサイバーセキュリティの体系と現状の課

題、今後の取組の⽅向性を解説します。

1限 9:30-
10:50 ビジネス・プロセス・マネジメント ⾏政においてBPM、BPRに取り組む際のアプロー

チを、実際の実践経験を踏まえて紹介します。

2限 11:05-
12:25 これからのデータマネジメント ⾏政におけるデータマネジメントの現状と課題、

今後のあるべき⽅向性を考えます。

昼⾷

3限 13:25-
14:45 国と地⽅の連携を含むデータ活⽤ 国・地⽅の連携を通じたデータ活⽤の取組とこれ

までの成果、今後の可能性を展望します。

4限 15:00-
16:20 デジタルガバメント討論会

(16:45終了)
--------------------------------------
＜クロージング＞（16:45-17:00）

現役CIO補佐官による討論を通じて、デジタルガ
バメントの理想と現実、今後の活路
を模索します。

5限 16:35-
17:55



受講要領 

講習時間 

 講習時間はカリキュラムでご確認ください。  

 進行の状況により、終了時刻が遅くなる場合がございますので、ご了承ください。  

お申込み方法  

 申込責任者の方は、受講申込書に必要事項をご記入の上、本研究所まで E-Mailまたは Faxに

てお申込みください。  

 なお、お申込みの前には、必ず当受講要項をご参照いただき、申込責任者および受講される

方がこれらについて、ご了承または合意の上お申込ください。  

【Email】  adp@iais.or.jp 

【F A X】 03-3500-1122 

 お申込みの受付は、先着順にしておりますので、定員になり次第締め切らせていただきます。  

 受講可否につきましては、募集締切後、申込責任者へ担当者より E-Mail にてご連絡します。 

受講票  

 申し込み内容を確認後、受講者へ E-Mailで送付いたします。  

変更・キャンセル 

 ご都合により、受講者を変更もしくはキャンセルされる場合は、速やかに当研究所宛に直接

ご連絡ください。 （E-Mail：adp@iais.or.jp / Fax：03-3500-1122） 

 キャンセル手続きは、原則講座開始日前日から数えて 1 営業日前までにお願いいたします。  

中止・変更  

 天災等不可抗力により、開催が不可能な場合は、講座を中止・変更することがあります。  

個人情報の取扱いについて 

 お預かりした個人情報は以下の目的にのみ利用いたします。  

①  受講票の発行、受講者名簿等、講座サービス業務  

②  当研究所主催の講座・セミナー等のご案内の送付、アンケートの送付等  

知的財産権及び使用権について  

 お客様は、以下の規定を遵守するものとします。  

mailto:adp@iais.or.jp


① 講座に使用される講座教材の知的財産権が知的財産所有者に帰属することを確認し、

知的財産権の侵害となる一切の行為の禁止  

② 講座のノウハウ及び知的財産を具体化するテキストの構成、内容、表、図表、グラフ、

一覧表、計算表、フローチャート、図式、ケース・スタディーの構成、シナリオ展

開、データ式、シミュレーションの方法、ツールキットのワークシート、テンプレ

ート、データ類、アセスメントテスト、修了テスト等（以下合わせて、知的財産と

いう。）につき、複製、翻訳、抄録、要約、拡大、改訂、改作、変形、翻案または

改変をせず、知的財産の二次的著作物（自己の講座教材を含む）作成の禁止  

③ 知的財産を複製、翻訳、抄録、要約、拡大、改訂、改作、変形、翻案または改変して

一般書籍を含む印刷物に転用、発表または出版の禁止 ④ 講座設備等の撮影、及び

講座内容の撮影もしくは録音の禁止  

 資料、教材等に付された商標・商号について、当社はこれらの使用権をお客様に与えるもので

はありません。  

 受講日に、知的財産に関する取り扱いについて同意のサインをいただく場合があります。  

損害賠償について  

 当研究所は、当研究所の責に帰すべき事由によりお客様に損害を与えた場合、逸失利益または

特別損失、間接損失等の損害を除き、通常かつ直接の現実損害に限りお客様が被った被害を賠

償するものとします。  

 ただし、当研究所の損害賠償責任は、債務不履行、法律上の瑕疵担保責任、不当利得、不法行

為その他請求原因・訴訟形態のいかんに係わらず、お客様が当該講座または講座教材に支払っ

た料金を限度とします。  

  当研究所以外の第三者が作成した資料については一切責任を負わないものとします。 

 

一般社団法人 行政情報システム研究所 
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